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宮古

の
農
民
代
表
を
グ

み

ん

な

そ

ろ

つ

て

投

票

し

ま

し

ょ

う

午
前
七
時
か
ら
午
后
六
時
※

ベ
可

円

m一担
ア
U

庁一
千八
対
策
.

一
:
い
は
J
h
出
先
悼
の
利
用

に
よ
石
川吋13

h仏
rζ
一理
対
策

な
ど、

曲
り
か
ど
に
き
た
と
い

わ
れ
る
本
道
農
業
の
い
ち
ば
ん

大
切
な
仕
事
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
.
中
た
か
な
郷
土
を

祭
〈
士
山
、
り
っ
ぽ
な
正
し
い

人
を
農
業
安
員
E
選
び
ま
し
ょ

A
J
.
 

農
業
委
員
と
し
て

適
任
な
人

① 

ゐ
愈
町
の
盛
主
む
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
る
入
。

巾長6M

<<， . 
'，'.~' ，j， ..; ;伯

延長マOM

一
ま

いい引

望
の
永
久

で
き
れ
ば
、
も

う
そ
の
心
配
も

な
く
な
り
ま
す

十
月
に
竣
功
の

※
投
票
時
間

自
民
香
川
O
摺
古
島
山
、

官
μ
J

十
五
日
に
朽
は
れ
ま
すむ

尾
和
三
十
五
年

白
法
章
一で
選

ば
れ

t
農
業
委
員
が
、
来
る
七

月
十
五
日
に
敬
遠
さ
れ
る
の
で

す。
虚
業
委
員
会
は
、
私
達
の
選

ぶ
農
業
委
員
の

}
人
々
々
の
費

え
か
た
な
り
、

能
力

ιよ
って

運
営
さ
れ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
委
臣
会
民
活

ば
つ
な
的
、ぎ
を
す
る
た
め

ιは

り
っ
ぱ
な
農
業
委
員
を
車
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

本
当
に
忠
一ゑ
日
窓
t
を
反
映

し
た
真
白
山
民
代
勇
士
一地
ぶ
た

め
に
み
ん
な
で
h
uu
に
考
え
て

下
さ
い
。

今
度
行
他
札
。
選
挙
に
こ
そ

ζ

白
人
は
と
思
う
り
っ
ぱ
な
人

を
み
ん
な
で
揖
び
‘
民
主
的
な

正
し
い
腿
母
を
よ
り
い
っ
そ
う

進
め
よ
う
℃
は
あ
り
ま
せ
ん
か

と
く
に
割
業
蚕
員
会
で
は
、

盤
整
監
入
、
農
業
基
本
法
の

@ 

真
面
目
に
農
業
干
農
業

の
こ
と
を
考
え
て
.
員

業
委
員
会
出
仕
事
を
す

る
人
。

@ 

私
心
中
、
政
治
的
野
心

の
な
い
入
。

叫
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緒
方
一
唱
法
の
一
部
改
正
に
よ
ば
な
ら
ミ
い
こ
と
に
居
文
俗
さ

っ
て
、
毘
定
資
産
で
あ
る
土
地
れ
白尼
の
で
畠
り
ま
す
。
秤
冠
の

家
屋
の
評
価
を
大
巾
に
改
訂
す
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
遂
の
ζ

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た・

‘

h
-

り
雰
缶
基
準
に
よ
っ
て
倍
額

と
れ
が
改
訂
白
経
緯
に

つ
い
事
-
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

て
は
、
去
る
三
十
包
年
四
月

経

が

ζ

れ
を
要
約
す
る
と

『
連

理
恋
巨
費
定
貴
重
評
伝
制
度
調
五
な
碍
倍
」
に
よ
っ

て
評
価
す

査
会
が
設
置
さ
れ
、
票
行
白
拝
る
と
ζ

に
な
り
、
従
っ
て
r

従
来

倍
制
度
目か
畠
ら
申
る
角
度
か
ら
当
苛
♂
災
沼
し
て
お
り
ま
し
た

検
討
さ
れ
た
崎
県
、
三
十
六
年
間
賃
交
信
格
司
倍
数
で
評
倍
す

三
月
、
問
調
査
会
か
ら
内
閣
総

る

等

号
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の

盟
大
星
に
対
し
答
申
出
行
は
れ
で
あ
ち
ま
す。

た
白
で
あ
り
ま

す

.

こ

ふ
R
H協
の
改
正
は
.
本
草

モ
白
内
容
と
す
る
と
こ
る
は

由

に

作
業
を
完
了
し
、
顎
主
↑

て

関
係
諸
機
関
由
評
缶
の
不
九
呈

主
の
国
定
資
産
の
評
信
か

均
者
.

ら軍一
環
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

弓
資
蛋
閣
の
拝
燭
D
不
均
衝
あ
り
ま
す
が
・
己
白
塗
ヰ
み
さ
れ

一
二
‘
市
町
・

，

・た
U

書
留
方

村
山閣
の
一
固
定
資
産
自
評
価
醤
に
つ
い
て
一
法
は
、
設

言

。

一
今

金

町

皇
室

喜

員

太

田

喜

一苦

言

不
由
，
膏
.

J
Z
る
由
み

嘩
こ
れ
ら
の
諸
点
主
改
善
告
還
な
ら
ず
E
d一門
的
苦
話
を
要
す
る

化
す
る
巴
畠
っ
た
白
で
あ
り
ま
諮
門
出
多
く
‘
従
っ

て
こ
自
作

す
。
し
か
し
て
自
治
省
巴
詣
い
業
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
町
内

て
は
、
己
申
答
申
由
主
置
に
立
各
層
白
理
解
と
協
刀
を
必
要
と

郡
し
、
評
伝
割
度
改
正
白
各
種
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
a

い
ず

調
査
倹
討
が
進
め
ら
れ
今
変
申
れ
調
査
に
対
す
る
個
々
の
問
題

改
正
に
豆
勺
た
の
で
畠
り
宜
ナ
等
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
の
蔀
廃

従
来
市
町
村
長
が
行
弓
盟
定
連
絡
の
上
担
額
い
い
た
し
ま
す

資
蓋
評
価
額
担
決
定
は
、
富
治
が
翠
定
資
産
所
有
者
に
お
か
れ

大
室
白
示
す
酉
定
資
産
停
恒
義

τも
4
れ
ら
白
煙
旨
を
充
分
に

~

準
毘
準
じ
て
行
う
ζ
と
と
さ
れ

理

解

さ
れ
る
と
と
も
に
本
評
価
一

て
お
む
ま
し
た
が
、
己
れ
を
自
制
度
に
つ
き
ま
し
て
疑
問
事
ヲ
一

治
大
言
の
定
め
る
認
定
資
湾
評

ざ
い
ま
し
た
ら
還
患
な
〈
お
清

一

倍
懇
暗
唱
に
よ
っ
て
行
は
な
け
れ
告
を
を
頂
き
た
い
と
存
じ
き
す
一

円
隊
の
育
成
発
震
に
協
力

U

自

衛

隊

協

力

会

が

発

足

今
金
町
に
今
夏
訴
し
く
自
衛

隊
協
力
会
が
発
主
い
た
し
ま
し

た
a

自
衛
隊
医
力
金
は
‘
思
防

車
患
の
苦
及
ぞ
畠
衛
隊
莱
務
白

搬
励
や
佳
援
肥
つ
と
め
、
自
衛

隊
の
健
全
な
育
成
発
震
に
協
刀

す
る
こ
と
を
自
的
に
つ
く
ら
れ

た
ーも
の
で
す
。
事
業
と
し
て
は

て

怨
説
、
見
学
専
を
行
い
‘

因
坊
に
調
す
る
認
識
守
一深
め

る
.

二
、
自
衛
隊
の
各
諸
活
動
に
協

カ
す
る
。

一二、

咳
員
の
福
祉
、
厚
生
に
協

力
す
る
。
な
ど
で
、
会
員
に

は叫盟国
で
も
な
れ
ま
す
a
会
一貫

は
傭
人
は
年
閣
百
円
、
一団体

が
干
円
で
入
金
網
込
は
、
荷

役
場
総
普
諜
で
何
時
で
も
受

付
け
て
居
り
ま
す
.

町
に
は
去
年
の
十
月
自
荷
山
品

分
駐
一
間
(
所
長
一
等
浸
忠
明
文
ロ

教
主
郎
氏
思
下
語
名
)
が
醐
開
設

き
れ
.
北
桧
山
地
方
自
長
生
益

力
巳
、
殻
員
事
集
に
E
夜
努
力

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ζ

司
よ
う

に
去
が
司
自
訪
衛
に
葺
力
き
れ

て
い
る
自
衛
隊
員
を
お
ま
し
理

解
し
、
協
力
し
て
立
派
な
自
衛

隊
に
な
っ
て
も
ら
う
の
が
国
民

と
し
て
白
つ
と
め
で
あ
る
う
と

思
わ
れ
ま
す
。

宵
民
の
皆
さ
ん
も
こ
白
趣
旨

を
街
了
解
下
さ
い
ま
し
て
多
数

協
力
会
員
に
な
っ
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
協
方
会
の
事

業
計
酒
と
役
員
を
お
勾
ら
せ
し

ま
す
a事

業

計

画

、・h

て

会

報
J

発
刊
ハ
予
定
)

ニ
.
自
衛
隅
白
諸
行
事
に
対
す

る
詰
力

三
、
会
主一〈諦
F
義
民
対
す
る
自

衝
裁
の
協
忍
乏
謂

回
、
退
転
嫁
員
穆
武
宏
僻
旋

』

五、

時
晴
置
募
集
m
M
咽力

六
.
災
害
等
出
動
肘
員
自
激
励

慰
問

七

.
g
衝
段
見
学
、
一
自
入
隊

等
の
斡
旋

八
.
迫
力
団
体
と
白
連
幹

J

一官接

九
、
会
員
栢
互
白
親
謹

役

員

氏

名

会

長

副
会
長

理

事

安

部

曹
我
井

内

一一

揖

麗

間

部

広

佐

藤

総

連

藤

山

道

川

原

旭

河

端

豊

諸
戸
忠
左
手
一
門

車

元

吉

昼

中
野

喜
久
次
邸

辻

理

積

一

清

謡

梅

治

今

定重

が

亜武末

本 *這

広正 保

幹

事

野

守
公
嘗
佳
宅
入
居
者
選
考
一室
見

伊

一一揖

繍

績

丸

山

九

内

今

野

伝

筒

路

町
広

渡

辺

お

清

水

晶

掴

新

邸

~
戸

沢

蜂

日

野

簿
井

吉

消

防

委

員

公
営
住
宅
委
員

一足

マ
消
防
委
員今

野

加

頭

聾

村
大

越

中

島
這

議

青

山
水

本

~ 

"" 

伝

r a -. 
守一J、4民 、
J ・4

4ー←ー<-

き
ま
る

径

五

郎

徳

蔵
頭

喫

茶

喜

重

太

郎弘轟
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今
回
、
根
没
者
の
棄
が
、
過
ぐ

る
大
跡
事
の
放
戦
に
伴
い
特
別
白

軍
情
の
も
と
に
置
か
れ
牟
と
い

う
霞
点
か
ら
.
園
出

『特
別
の

慰
En」
を
行
う
た
品
次
司
よ
う

な
方
に

『特
別
給
付
金
』
を
ー主一

倍
す
る
己
と
に
決
り
ま
し
た
。

か ね
L

ま

ゃ守之王子?τ

広帯い昭和38年7月10日( 3 ) 

烹言泰三;ア7

-

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以

珪
民
公
務
上
負
傷
工
、
文
は

疾
需
に
か
か
り
ζ
れ
に
よ
り

死
亡
し
た
者
白
妻
b

た
だ
し
、
死
亡
、
園
管
喪

失
、
婚
姻
そ
の
他
の
法
に
該

当
す
る
要
は
徐
き
ま
す
ョ

@毎月 1aは交通安全a.. 

‘ 
2
特
別
給
付
金
田
額
は
二

O
万

円
で

-
O
』
半
世
道
白
無
利
子

由
紀
名
同
捜
で
究
付
さ
れ
ま

す
。

3
時
効
に
つ
い
て

来
る
宿
布
四
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
請
求
し
な
い

と
時
効
に
か
か
り
ま
す。

こ
れ
ら
の
常
求
手
続
の
m

具
体

的
な
こ
と
は
ま
だ
町
村
段
階

で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
今
月

下
旬
決
定
次
第
部
落
、
町
内

会
長
を
通
じ
て
周
知
し
ま
ず

か
ら
.
該
当
す
る
と
芭
わ
れ

る
方
は
餌
注
意
痛
い
ま
す
a

隆
一
地
等
被
買
収
者
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
新
聞
、
テ

ν
ピ
、
ラ

ジ
オ
を
以
っ
て
お
わ
砕
り
白
ζ

と
と
患
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び

冨
出
量
地
改
革
に
よ
り
買
収
さ

れ
た
実
哲
を
濁
査
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一申
告
は

買
収
さ
れ
て
よ
り
相
当
年
月
も

経
っ
て
耳
り
ま
す
し
わ
か
り
E

〈
い
点
が
多
い
と
思
い
ま
す
の

で
農
業
委
員
会
に
お
い
で
に
な

り
ま
し
て
用
高
の
交
付
を
受
け

記
入
に
つ
い
て
僧
導
を
受
け
申

告
し
て
下
さ
い
。

記

H
由
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方

'.句
d 

旧
自
作
虫
創
設
特
別
講
置
法

及
び
「
旧
呈
作
農
創
設
時
別
惜

置
注
及
び
農
地
調
整
法
の
嵩
要

を
受
け
る
べ
き
土
地
白
趨
渡
に

関
す
る
政
令
』
に
よ
り
買
収
さ

れ
、
又
は
讃
認
さ
せ
ら
れ
た
農

地
.
牧
野
.
未
塁
培
、
捷
設
等

に
つ
い
て
買
収
さ
れ
た
当
時
の

世
帯
単
位
に
申
告
す
る
己
と
に

な
っ
て
い
る
。

同
申
告
の
期
間

自
七
月
一

E

韮
七
月
三
十
一
日

二
ヶ
月
間
)

閣
待
脅
す
べ
き
も
の

申
著
者
の
認
弓
と
買
収
令

書
等
の
企
文
書
を
持
怠
し
て
下

さ
い
。

与

女

挙 電 話の加入 に

{l御協力下さい

現
在
A
T
金
司
自
電
話
加
入
者
は
.
最
近

三
十
九
戸
の
加
入
が
あ
っ
た
の
で
、
一
三
三

九
戸
と
な
り
ま
し
た
。
市
街
戸
数
手
百
戸

で
す
か
ら
現
在
白
普
及
状
況
は
三
戸
に
電

話
一
慢
の
割
合
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

と

こ
る
で
、
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
各
種
官
庁

ぞ
会
社
、
工
場
の
誘
意
毘
努
力
し
て
居
り

ま
す
が
.
各
種
の
近
代
施
設
が
整
い
、
受

叶
入
れ
条
件
が
整
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど

各
種
白
訴
致
運
動
も
強
力
に
准
し
進
め
る

こ
と
が
で
‘
ぎ
る
わ
け
で
す
。

こ
孔
か
ら
は
各
家
廷
で
も
電
話
が
生
活
白

必
需
品
と
な
る
静
代
で
す
。

町
，
昇
の
発
患
の
た
め
に
も
、
快
適
な

F

文

化
生
活
を
営
計
耳
一
は
勿
拾
で
あ
り
ま
す
が

一
軒
憂
事
の
場
合
、
全
町
員
同
司
E
O非
書

連
繋
に
も
必
要
な
こ
と
は
、
害
ふ
宮
で
-h

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
各
家
各

一
個
白
電

話
を
つ
け
て
下
さ
い。

主
考
ま
で
に
電
話
の
蒐
投
揖
パ
ベ

毎

Z

C
維
持
制
円
を
掲
げ
て
み
ま
す
。

施

設

費

‘

}

O
単
独
加
入

債

券

五

万

円

子

z-u

工

事

費

一

万

一

一

一

回

?
~
J

計

六

万

三
百
円
〕
J

い
d

O
共
同
加
入

一
万
円

f

，
よ
必

工

事

一
万
三
百
円

計

二
万
三
百
円

維

料九
五

O
同

一
d

一
日
ラ

六

-
O
円

五
七

O
同

一一
R
1パ

三
七

O
円
¥
が
し
た
対

し
-
ゾ
、

ι-YRJ

償
拳

費

O
業
事
局

共単共単
持

同独周1盟

O
住
宅
用

J
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UAV
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函

館

土

木

現

業

所

今

金

事

業

所

ム
可
童
市
告
の
西
館
‘
i

甲
骨
一
校

白
隣
り
に
モ
ダ
ン
な
建
物
が
あ

る
ロ
こ
れ
が
、
函
館
土
木一
現
業

所
今
壷
事
業
所
(
房
長
多
国
稔

氏
)
で
あ
る
。

こ
白
事
業
所
は

今
金
町
、
北
桧
山
町
、
語
原
町

の
三
町
を
智
略
す
る
土
木
現
業

所
の
出
議
所
で
、
役
所
巴
で
き

た
の
は
昨
年
目
十
月
二
十
五
臼

地
元
白
長
年
に
わ
た
る
話
致
運

勧
が

U
E
て
う
し
て
で
君
た
も

の
c

現
在
一
何
日
の
多
目
立
さ
ん

ほ
か
十
四
人
の
転
員
が
、
道
質

事
業
白
実
施
に
毎
日
努
力
さ
れ

て
L
U
ou
こ
の
役
所
は
、
道
質

管
理
由
逝
諮
や
橋
田
謀
、
河
川
の

改
躍
な
ど
を
行
う
役
所
で

，今

年
の
事
業
貨
は
し
め
て
六
億
五

午
万
円
と
い
う
大
き
な
額
で
こ

れ
は
網
走
現
業
所
の
総
事
実
質

t第70号1

、~

に
医
置
す
る
犬
き
た
M
U
t
、
そ

れ
ーた
け
に
転
員
の
苦
労
も
犬
変

な
も
の
。
主
な
事
業
は
、

オ
ι
チ
ヤ
手
ツ
ベ
川
改
修
工
事
金

原
川
設
修
、
メ
ナ
川
改
修
、
、
今

金
市
衡
の
都
市
計
画
に
よ
る
路

萎
蚕
億
事
業
や
、
橋
田
市
で
は
積

務
橋
、
赤
久
橋
、
住
吉
範
白
、
永
九

橋
認
替
、
鈴
童
橋
の
木
橋
架
普

な
ど
が
あ
る
。
道
夫
地
方
に
く

ら
べ
て
と
か
く
開
発
白
お
く
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
本
町
を
古

む
道
南
地
帯
の
開
発
に
大
幸
な

原
動
力
と
し
て
そ
白
役
目
を
果

た
す
事
業
所
に
、
町
長
の
寄
せ

る
期
待
は
吹
き
い
e

第
三
回

畜
産
共
進
会
開
催

開
催
月
日

開
催
場
所

七
月
二
十
日

今
金
町
家
畜
市
場

町
、吟
農
協
、
酪
協
が
主
催
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
畜
産
保

進
会
も
.
本
年
で
三
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
例
茸
好
評
を
得

て
お
り
ま
す
白
で
、
本
年
も
隠

倍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
・

詳
し
い
己
と
は
盟
事
組
合
長
さ

ん
に
街
尋
ね
巨
な
り
ま
す
と
お

わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
白

で
、
優
秀
な
牛
、
馬
を
御
持
ち

の
方
は
御
出
陳
下
さ
る
綴
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昭和38年度

集募
F晶・.
昌衛自

六三
+
目

北
海
道
開
発
庁
膏
出

農
林
水
産
課
長

綜
告
か
ん
ほ
い
実
施

地
区
夜
察
の
た
め
。

日

函
館
医
業
安
定
房
長

新
任
後
拶
の
た
め
。

陸
上
自
荷
隊
北
部
方

面
総
監
宮
崎
陸
将

道
南
地
方
視
察
の
た

め
。

桧
山
支
出
川
笹
済
部
長

林
業
指
導
所
綜
合
事

着
打
舎
せ
白
た
め
.

町
関
係

r

電
話
番
号
案
内

電
話
を
か
廿
る
と
き
単

必
ず
番
号
で
呼
び
ま
し

ょ
う
匂

場

志願手続きは今金舟駐所又は役署へ

1;1，〆。I -C員 ヴz;討をr

開
拓
保
健
婦
が

配
置
さ
れ
ま
し
た

し
ば
ら
く
欠
員
と
な
っ
て
い

た
開
拓
保
健
婦
に
‘
七
月
か
ら

新
ら
し
〈
宮
形
み
よ
さ
ん
が
赴

任
し
て
き
ま
し
た
。

事
務
所
は
役
場
℃
常
配
し
て

い
て
こ
れ
か
ら
は
、

開
拓
毎
日
家

の
鎚
康
管
理
を
主
と
し
た
生
活

指
導
に
あ
た
り
ま
す
の
で
J

山
町

拓
農
家
の
方
は
せ
い
ぜ
い
御
利

用
下
き
い。

役議
会
事
務
局

層
集
委
員
会

公

民

館

保

育

所

消

防

本

部

屋

俣

病

院

代
表
※
二
三

O

H

広
務
課
三
三

O

三
二
回

一-言二
三
一
回

一
七

ニ
二
回

二
丸

山町
二
二
一

/今金町に新しいタ.ンプトラックが入りましたヨ ¥ 
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